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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
語
り
と
伝
説
―
三
河
の
浄
瑠
璃
姫
伝
承
―

「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」

―
絵
巻
と
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
―

深　

谷　
　

大　

は
じ
め
に

　
「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
は
、「
浄
瑠
璃
御
前
物
語
」「
浄
瑠
璃
物
語
」「
浄
瑠

璃
十
二
段
」「
浄
瑠
璃
」「
十
二
段
草
子
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
浄
瑠
璃

（
節
）
の
濫
觴
と
さ
れ
る
物
語
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
語
り
物
と
し
て

語
ら
れ
、
人
形
と
結
び
つ
い
て
操
り
浄
瑠
璃
と
し
て
演
じ
ら
れ
る
一
方
、

物
語
と
し
て
読
ま
れ
、
絵
巻
や
絵
本
と
し
て
、
絵
と
と
も
に
鑑
賞
さ
れ
た

歴
史
を
持
つ
。

　

本
稿
で
は
、
浄
瑠
璃
姫
に
纏
わ
る
岡
崎
の
伝
承
と
、
浄
瑠
璃
姫
物
語
絵

巻
の
関
係
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一
、「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
の
初
出
と
伝
播

　

室
町
時
代
後
期
の
公
家
、
三
条
西
実
隆
が
記
し
た
『
実
隆
公
記
』
文

明
七
年
（
一
四
七
五
）
七
月
の
紙
背
文
書
に
、「
い
つ
も
の
じ
や
う
る
り

御
ぜ
ん
、
し
た
□
□
の
な
ど
を
か
た
ら
れ
候
は
ば
よ
く
存
じ
候
」
と
あ
る

こ
と
が
沢
井
耐
三
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
が
、

こ
の
頃
に
は
既
に
都
で
知
ら
れ
て
い
た
語
り
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る（
１
）。

　
『
瑠
璃
光
山
安
西
寺
略
記
』
に
よ
れ
ば
、
西
郷
頼
嗣
に
よ
り
康
正
元
年

（
一
四
五
五
）
に
岡
崎
城
が
創
建
さ
れ
、
こ
の
時
、
尾
ヶ
崎
原
の
浄
瑠
璃

姫
の
庵
室
が
移
さ
れ
て
、
本
丸
の
持
仏
堂
に
な
っ
た
と
い
う

（
２
）。

ま
た
、
文

明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
九
月
、
漆
桶
万
里
著
『
梅
花
無
尽
蔵
』
中
の

「
憩
矢
作
宿
」
に
、「
出
刈
屋
城
三
里
余
、
宿
云
矢
作
記
其
初
、
伝
聞
長
者

婿
源
氏
」
と
あ
る
。『
実
隆
公
記
』
初
出
記
事
の
前
後
、
十
五
世
紀
後
半

に
、
浄
瑠
璃
姫
を
め
ぐ
る
伝
説
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
八
月
、
連
歌
師
宗
長
が
、
小
田
原
の
旅
宿

で
「
小
座
頭
あ
る
に
、
浄
瑠
璃
を
う
た
は
せ
興
じ
て
一
盃
に
を
よ
ぶ
」

（『
宗
長
日
記
』）
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、『
守
武
千
句
』（
天
文
九
年

（
一
五
四
〇
）
成
立
）
に
、

　

い
と
ゝ
だ
に
座
頭
ま
が
ひ
の
杖
つ
き
の

　

浄
瑠
璃
か
た
れ
と
も
し
火
の
も
と

　

こ
よ
ひ
は
や
時
は
う
し
若
ふ
け
は
て
ゝ

と
い
う
付
合
三
句
が
見
ら
れ
る
。

　

更
に
、『
言
継
卿
記
』
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
七
月
二
十
五
日
の
条

に
、
上
京
衆
に
よ
る
風
流
が
室
町
御
所
へ
参
内
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
西
陣
の
町
衆
の
風
流
に
つ
い
て
、「
座
頭
上
ル
リ
等
、
第
一
之

見
事
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
言
経
卿
記
』
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
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四
月
一
日
の
条
に
、「
座
頭
梅
一
来
（
中
略
）
平
家
・
上
る
り
等
、
三
線

等
引
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
座
頭
が
浄
瑠
璃
を
語
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
れ
ら
の
記
事
内
容
や
、「
浄
瑠
璃
」
が
「
平
家
」
と
と
も
に
語
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
記
録
に
記
さ
れ
た
「
浄
瑠
璃
」
は
、
全

て
「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
と
推
察
さ
れ
る
。
十
六
世
紀
に
は
、
盲
人
の
語
り

手
に
よ
っ
て
、「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
が
伝
播
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
『
言
経
卿
記
』
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八(

九
月
一
日
の
条
に
、
山
科
言

経
が
貸
し
て
い
た
「
上
ル
リ
ノ
本
」
が
返
却
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
記
事
が
、
書
物
と
し
て
の
「
浄
瑠
璃
姫

物
語
」
の
初
出
で
あ
る
。
公
卿
の
も
と
に
「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
が
書
物
と

し
て
存
し
、
周
囲
で
貸
借
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。「
上
ル
リ
ノ
本
」
と
あ
る
の
み
な
の
で
、
書
物
形
態
や
作
品
内
容

は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
絵
巻
や
絵
本
で
は
な
く
、
文
字
の
み
の
写

本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
は
、
十
六
世
紀
後
半

に
は
、
少
な
く
と
も
書
物
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

二
、「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
の
構
成
と
内
容

　
「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
は
、
浄
瑠
璃
姫
と
源
義
経
（
牛
若
丸
）
の
物
語
で
、

次
の
四
部
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

第
一
部
は
、「
申
し
子
」
譚
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
街
道
一
の
遊

君
で
あ
る
矢
作
の
長
者
は
、
三
河
国
の
国
司
兼
高
の
妻
で
あ
っ
た
が
、
子

供
が
な
い
の
で
、
峰
の
薬
師
に
祈
り
、
一
女
を
授
か
っ
た
。
母
の
長
者
は
、

こ
の
娘
に
、
薬
師
仏
に
因
み
、
浄
瑠
璃
姫
と
名
付
け
、
寵
愛
し
、
姫
は
美

し
く
成
長
し
た
。

　

第
二
部
は
、「
矢
作
」
の
物
語
で
あ
る
。
金
売
吉
次
に
伴
わ
れ
た
牛
若

は
、
奥
州
下
向
の
途
中
、
三
河
国
矢
作
宿
に
泊
ま
り
、
浄
瑠
璃
姫
の
御

殿
で
催
す
管
弦
に
笛
を
合
わ
せ
て
、
つ
い
に
一
夜
の
契
り
を
結
ぶ
。
こ
の

「
矢
作
」
が
中
心
部
分
と
さ
れ
る
も
の
で
、
物
語
の
中
で
最
も
長
く
、
美

辞
麗
句
を
尽
く
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

第
三
部
は
、「
吹
上
」
の
物
語
で
あ
る
。
牛
若
と
浄
瑠
璃
姫
は
め
で
た

く
結
ば
れ
る
が
、
牛
若
は
源
氏
再
興
と
い
う
悲
願
を
遂
げ
る
た
め
、
奥
州

へ
向
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
牛
若
は
浄
瑠
璃
姫
と
再
会
を
約
し
て
別
れ

る
が
、
駿
河
国
で
病
気
に
な
り
、
吹
上
の
浜
に
捨
て
ら
れ
、
危
篤
に
陥
る
。

そ
こ
に
源
氏
の
氏
神
正
八
幡
が
現
わ
れ
、
牛
若
の
急
を
浄
瑠
璃
姫
に
知
ら

せ
る
。
浄
瑠
璃
姫
は
侍
女
の
冷
泉
と
と
も
に
牛
若
の
も
と
に
至
り
、
浄
瑠

璃
姫
の
流
し
た
涙
が
牛
若
の
口
中
へ
入
り
、
牛
若
は
蘇
生
す
る
。

　

第
四
部
は
「
五
輪
砕
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
蘇
っ
た
牛
若
は
、

奥
州
、
藤
原
秀
衡
の
も
と
に
着
き
、
や
が
て
兵
を
率
い
て
都
に
上
る
が
、

浄
瑠
璃
姫
は
牛
若
に
恋
焦
れ
て
、
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
牛
若
が
墓
を

訪
ね
、
法
華
経
を
唱
え
て
回
向
の
和
歌
を
詠
む
と
、
五
輪
が
砕
け
、
一
つ

は
牛
若
の
袂
に
、
一
つ
は
空
中
に
、
一
つ
は
墓
の
標
と
し
て
残
っ
た
。
牛

若
は
、
そ
の
跡
に
寺
を
建
て
、
冷
泉
寺
と
名
付
け
て
、
侍
女
冷
泉
に
与
え
、

平
家
討
伐
の
た
め
に
、
都
へ
上
っ
て
い
く
。
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三
、「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
の
主
要
伝
本　

　

前
述
し
た
、
山
科
言
経
が
、『
言
経
卿
記
』
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八(

九
月
一
日
に
記
し
た
「
上
ル
リ
ノ
本
」
と
ほ
ぼ
同
じ
か
、
や
や
下
る
時
期
、

す
な
わ
ち
十
六
世
紀
末
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
本
に
、
山
崎
美
成
旧
蔵

『
し
や
う
る
り
御
せ
ん
物
語
』（
赤
木
文
庫
旧
蔵
。
写
本
。
一
冊
。
十
六
段
。

以
下
、
山
崎
本
と
略
記
）
が
あ
る

（
３
）。

山
崎
本
は
、
諸
本
中
唯
一
、
第
一
部

「
申
し
子
」
か
ら
第
四
部
「
五
輪
砕
」
ま
で
を
備
え
た
本
で
あ
る
。
但
し
、

山
崎
本
は
、
現
在
、
所
在
不
明
で
あ
り
、
原
本
は
未
見
で
あ
る
。

　

一
方
、
絵
巻
形
態
を
持
つ
最
古
の
伝
本
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
所
蔵

『
し
や
う
る
り
』（
赤
木
文
庫
旧
蔵
。
絵
巻
。
三
巻
。
十
六
段
。
以
下
、
サ

ン
ト
リ
ー
本
と
略
記
）
で
あ
る

（
４
）。

薩
摩
の
島
津
家
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
、

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
の
所
蔵
と
な
る
以
前
は
、
稀
有
の
蔵
書
家
、
横
山
重

の
所
蔵
品
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
横
山
の
文
庫
名
に
因
ん
で
、
赤
木
甲
本
、

な
い
し
は
赤
木
甲
絵
巻
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
辻
惟
雄
に
よ
り
、
天
正
後
半

か
ら
文
禄
・
慶
長
年
間
（
一
五
八
三
～
一
六
一
五
）
の
成
立
で
、
慶
長
年

間
を
下
る
こ
と
は
な
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る

（
５
）。

　

冒
頭
に
述
べ
た
如
く
、
語
り
物
と
し
て
の
「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
の
歴
史

は
、
十
五
世
紀
ま
で
遡
る
が
、
古
い
伝
本
は
、
思
い
の
外
残
っ
て
い
な
い
。

サ
ン
ト
リ
ー
本
は
、
十
六
世
紀
後
半
、
遅
く
と
も
十
七
世
紀
の
ご
く
初
期

に
は
成
立
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
、
数
少
な
い
伝
本
で
、
諸
本
中
、

最
古
の
部
類
に
属
す
る
。
山
崎
本
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
な
い
し
は
や
や
後
れ

る
時
期
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
が
、
か
な
り

早
い
時
期
か
ら
、
絵
と
と
も
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
本
は
、
上
中
下
三
巻
か
ら
な
る
絵
巻
で
、
装
訂
は
原
装
を

と
ど
め
て
い
る
。
内
容
は
、
第
一
部
「
申
し
子
」・
第
二
部
「
矢
作
」・
第

三
部
「
吹
上
」
の
三
部
構
成
で
あ
る
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
本
と
同
系
と
推
定
さ
れ
て
い
る
絵
巻
に
、
大
鳥
神
社
所
蔵
、

絵
巻
〔
浄
瑠
璃
〕(

二
巻
。
十
二
段
。
以
下
、
大
鳥
本
と
略
記(

が
あ
る

（
６
）。

全
体
の
構
成
は
、
第
一
部
「
申
し
子
」
と
第
二
部
「
矢
作
」
か
ら
成
り
、

第
三
部
「
吹
上
」
を
欠
い
て
い
る
。
大
鳥
本
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
本
よ
り
後

れ
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
室
木
弥
太
郎

は
、
構
成
や
内
容
に
お
い
て
、「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
の
原
初
形
態
を
と
ど

め
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る

（
７
）。

　

前
述
し
た
如
く
、「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
の
初
出
か
ら
十
年
後
、
文
明

十
七
年
に
詠
ま
れ
た
「
憩
矢
作
宿
」
と
い
う
詩
に
、「
伝
聞
長
者
婿
源
氏
」

の
一
節
が
あ
る
。「
長
者
」
は
浄
瑠
璃
姫
の
母
で
、「
源
氏
」
が
御
曹
司
牛

若
丸
で
あ
る
。
姫
の
母
の
長
者
が
牛
若
を
婿
に
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

室
木
は
こ
の
一
節
を
、
浄
瑠
璃
姫
と
牛
若
の
一
夜
の
契
り
を
、
母
の
長

者
が
暖
か
く
容
認
し
た
と
解
し
、「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
の
第
二
部
「
矢
作
」

に
相
当
す
る
と
説
く
。
そ
し
て
更
に
、
サ
ン
ト
リ
ー
本
の
如
く
、
母
の
長

者
が
腹
を
立
て
て
浄
瑠
璃
姫
と
牛
若
の
も
と
に
乗
り
込
ん
で
く
る
件
な
ど

は
、
後
の
脚
色
で
あ
る
と
す
る

（
８
）。

　

し
か
し
、「
伝
聞
長
者
婿
源
氏
」
の
一
節
か
ら
、
物
語
の
内
容
を
具
体

的
に
把
握
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
仮
に
こ
の
一
節
を
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室
木
の
如
く
解
し
た
と
し
て
も
、
大
鳥
本
で
は
、
浄
瑠
璃
姫
と
牛
若
は
契

り
を
結
ん
だ
後
、
牛
若
が
東
下
り
を
す
る
記
述
で
終
わ
っ
て
お
り
、
大
鳥

本
に
「
母
の
長
者
が
登
場
し
て
浄
瑠
璃
姫
と
牛
若
を
暖
か
く
迎
え
る
」
件

を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
大
鳥
本
に
は
、

次
の
如
き
文
辞
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

浄
瑠
璃
聞
し
召
し
、
こ
の
殿
は
（
中
略
）
読
む
に
も
、
書
く
に
も
、
く

　

ら
く
な
し
。
歌
う
も
、
舞
う
も
、
上
手
な
り
。
こ
の
諸
事
に
賢
し
き
人

　

な
れ
ば
、
明
け
は
、
長
者
へ
、
聞
き
う
け
ら
れ
、
流
罪
、
死
罪
に
及
ぶ

　

と
も
、
我
が
身
は
、
何
と
も
な
ら
ば
な
れ
、
靡
か
ば
や
と
思
し
召
し

　

大
鳥
本
の
「
矢
作
」
に
は
母
は
登
場
し
な
い
ば
か
り
か
、
姫
は
母
の
長

者
を
恐
れ
て
い
る
。
金
売
吉
次
の
馬
追
い
冠
者
と
契
り
を
込
め
た
こ
と
が

知
ら
れ
た
ら
、
母
の
長
者
に
何
を
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
明
言
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
大
鳥
本
は
第
二
部
「
矢
作
」
で
終
わ
る
た
め
、
そ
の
後
の

展
開
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
右
の
記
述
か
ら
、
姫
が
牛
若
と
契
り
を
込

め
た
こ
と
で
、
母
の
長
者
か
ら
祝
福
さ
れ
る
環
境
に
あ
る
と
は
思
え
な
い

の
で
あ
る
。
大
鳥
本
の
詞
書
本
文
の
み
で
は
祝
福
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
祝
福
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
絵
巻
制
作
と
伝
承

　

何
れ
に
し
て
も
、「
伝
聞
長
者
婿
源
氏
」
の
一
節
と
、
現
存
す
る
「
浄

瑠
璃
姫
物
語
」
本
文
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、
相
当
困
難
で
あ
る
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。
伝
説
的
な
記
述
か
ら
、
物
語
本
文
の
成
立
や
絵
画
化
の
様

相
を
類
推
す
る
こ
と
に
は
相
当
慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
少

な
く
と
も
「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
の
場
合
、
現
存
す
る
伝
説
や
言
い
伝
え
を

も
と
に
本
文
や
絵
が
作
ら
れ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
、
浄
瑠
璃
姫
物
語
絵
巻
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
本
に
し

て
も
大
鳥
本
に
し
て
も
、
美
術
品
と
し
て
高
い
価
値
を
持
つ
。
装
訂
も
立

派
で
、
料
紙
は
鳥
の
子
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
当
然
、
制
作
費
が
か

か
っ
て
お
り
、
サ
ン
ト
リ
ー
本
が
島
津
家
伝
来
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
絵

巻
と
し
て
素
性
が
良
い
こ
と
は
確
実
で
、
全
て
注
文
制
作
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
高
価
な
絵
巻
物
を
、
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀

初
頭
に
、
注
文
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
特
定
の
階
層
の
人
間
で
あ
る
こ

と
は
論
を
俟
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

結
び

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
の
伝
本
は
、
古
本
と
は
い
え
、

山
崎
本
も
サ
ン
ト
リ
ー
本
も
大
鳥
本
も
、
語
り
物
と
し
て
の
「
浄
瑠
璃
姫

物
語
」
の
初
出
か
ら
一
世
紀
以
上
経
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

物
語
の
原
初
形
態
を
と
ど
め
て
い
な
い
の
は
当
然
と
も
い
え
る
が
、
そ
れ

に
し
て
も
、
や
は
り
現
存
す
る
伝
説
の
み
で
は
物
語
の
実
体
の
把
握
は
困

難
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
大
鳥
本
に
「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
の
古
態

を
求
め
る
室
木
説
は
学
界
で
支
持
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
大
鳥
本
に
お
い

て
さ
え
、
伝
説
と
絵
巻
制
作
の
間
に
は
径
庭
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
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い
で
あ
ろ
う
。

　

あ
る
語
り
物
や
物
語
が
、
豪
華
絵
巻
を
注
文
し
制
作
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
な
階
層
、
す
な
わ
ち
貴
人
の
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
前

後
に
、
当
然
そ
の
物
語
に
纏
わ
る
伝
説
も
流
布
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、

伝
説
と
絵
巻
物
作
品
と
の
間
に
は
相
即
の
関
係
に
は
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
の
場
合
、
そ
う
見
る
の
が
至

当
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

注（
１
） 

沢
井
耐
三
『
守
武
千
句
考
証
』
一
九
九
八　

汲
古
書
院　

三
九
八

頁
。
初
出
は
、
沢
井
「
守
武
千
句
考
証
」（
そ
の
一
）『
愛
知
大
学

文
学
論
叢
』
五
三　

一
九
七
八

（
２
） 『
岡
崎
市
史
』
第
七
・
八
巻

（
３
） 

森
武
之
助
『
浄
瑠
璃
物
語
―
資
料
と
研
究
―
』（
一
九
六
二　

井
上

書
房
）
に
翻
刻
、
横
山
重
・
信
多
純
一
『
じ
や
う
る
り　

十
六
段

本
』（
一
九
八
二　

大
学
堂
書
店
）
に
影
印
と
翻
刻
が
載
る
。
森
は

「
室
町
末
期
、
近
世
初
頭
を
下
ら
ず
」
と
し
、
信
多
は
「
室
町
末
期

の
も
の
、
江
戸
期
ま
で
は
下
ら
ぬ
も
の
」
と
推
定
し
て
い
る
。

（
４
） 

注
（
３
）
前
掲
、『
浄
瑠
璃
物
語
―
資
料
と
研
究
―
』
に
翻
刻
、

『
じ
や
う
る
り　

十
六
段
本
』
に
影
印
と
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
拙
稿
「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
所
蔵
「
浄
瑠
璃
物
語
絵
巻
」

に
つ
い
て
」（『
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
Ⅸ　

二
〇
〇
七
）
参
照
。

（
５
） 

辻
惟
雄
・
坂
田
泉
・
信
多
純
一
『
絵
巻　

上
瑠
璃
』
一
九
七
七　

京
都
書
院

（
６
） 

注
（
３
）
前
掲
、『
じ
や
う
る
り　

十
六
段
本
』
に
影
印
と
翻
刻
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
７
） 

室
木
弥
太
郎
『
中
世
近
世　

日
本
芸
能
史
の
研
究
』
一
九
九
二　

風
間
書
房
、
同
「
浄
瑠
璃
姫
物
語
―
語
り
物
史
を
含
め
て
―
」『
岩

波
講
座　

歌
舞
伎
・
文
楽　

第
７
巻　

浄
瑠
璃
の
誕
生
と
古
浄
瑠

璃
』
一
九
九
八　

岩
波
書
店
な
ど
。

（
８
） 

注
（
７
）
前
掲
書
。

（
ふ
か
や
・
だ
い
／
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
客
員
研
究
員
）


